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中庭と幻の記念図書館の姿図
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る。もう一つの特徴は外部のデザインであ
る。中庭に面しL字型に配された図書館は、
北西の隅部に塔屋を持っている。これはL
字の2方向を繋ぐ物として図書館建築の象
徴、シンボルとなるものを求めたのであろ
う。平面形からはこの形が必然となる根拠
は読みとれず、あくまでもデザイン上から
取られた形と考えられる。全体の意匠は、
正面の記念講堂をネオバロック風意匠の建
築（設計者はグレコローマン・奈良平安様式
と称されている）とすれば、この記念図書館
はベネチアンゴシック風の外観を持った建
築であった。設計者は記念講堂と同じ大森
茂氏と考えられる。図書館の打合せ記録に
大森技師の存在が示されている。以上が資
料から当初計画の概要を紹介したものであ
る。これが幻の図書館と言われるものなの
であろう。
　実際に記念図書館として建設されたのは、
「明治大学学報178・9号」（昭和6年9・
10月号）によれば延べ坪479．382坪（約
1581。96㎡）、閲覧室2その他と記録されて
いる。おおよそそれは当初計画の四分の一
の規模の記念図書館が出来上がったことに
なる。この実施計画についての詳細な内容
の記録は見つけ出すことが出来なかった。
　昨年（平成7年）秋まで閲覧室として使用
されてきた記念図書館の部分が、創建当時
の面影を伝えていたと考えられる。この内
部は、1階の大閲覧室と3階の大会議室を
閲覧室として改修したものと考えられる。
この閲覧室は落着きのある、白一色漆喰仕
上げの壁、天井、清楚感が漂う質高い空間
であった。大空間を支える太いどっしりと
した力強い柱、これも中庭南側は円柱、北
側は角柱と意匠的にも凝ったものであり、
この柱頭に施された唐草模様のレリーフ、
弓なりに形取られた閲覧席の空間を覆う梁
型、ほど良い天井高さなど、静けさのなか
に心地よい張りのある緊張感を持っ空間で
あった。現在、記念館資料編纂を手伝うな
かで整理する資料に図書館家具図面があり、
これらの家具を配した閲覧室を想像すると、
一層の重厚感が加わる。
　この記念図書館と、軽快な外部渡り廊下
で結び北側に増築されたのが、堀口捨己教
授設計による新図書館であった。
新図書館
　まず概要から紹介を始めると、この新図
書館はほぼ駿河台校地の中央に位置してい
た。竣工したのは昭和34年（1956年）4月、
設計は工学部建築学科の堀口捨己教授
（1895年～1984年没、工学部教授在任1949
年～1965年）とその研究室の当時の門下生
（早川正夫、荒井孝善、堀川勉、奥村博子、
笠井由雄、影山忠義の諸氏）によるものであ
った。
　建築面積は509．2㎡の、延べ床面積は
2860㎡で、構造は鉄骨鉄筋コンクリート造
の8階建の規模で、この内、書庫は下層の
4層（1階から4階）、残る4層、上層部（5
階から8階）に参考室・閲覧室、これがこの
図書館の階構成であった。敷地が北と南と
に10メートル近い段差があり、このことが、
玄関を吉郎坂を上りっめた所の5階に取り、
更にこの階構成を導いたものと考えられる。
蔵書数は34万冊、閲覧室席数は360席で
あった。
　当時、この新図書館は、堀口捨己教授の
設計と言うこともあって、多くの建築雑誌
に紹介され、大学図書館建築（空間構成・規
模・意匠）としてモデル的な存在であった。
正面玄関を北に取り、吉郎坂側に向け深い
庇を持った、毅然と立っ姿には大変印象深
いものがあり、明治大学の気風を象徴する
存在であった。吉郎坂から木立を透して見
る北側の姿（デザイン）は、清楚で、骨太い
力強さを漂わせたもので、特に早朝、北の
面に光が射し、玄関の上部の窪んだ部分に
影が落ちるこの時、この図書館は一層力強
く見えた。季節的にも秋、前庭の銀杏が色
づくとき、この光輝く銀杏を透して見えた
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図書館の姿も忘れられない。数ある堀口教
授設計の詩情漂う明治大学校舎の中でも、
最も完成度の高い建築で、曖昧を許さない
厳しい学者、数奇を極めた茶人、歌人、こ
んな堀口捨己教授と重なるものであった。
　堀口教授の建築の特徴の一つは、外部空
間の存在を意識したデザインにある。庭の
研究者・設計者としても第一人者であり、
常に建築を取りまく環境との関連性を重視
し、外部空間を同次元に扱って建築の設計
が行われた。
　明治大学の校舎建築、和泉、生田校舎に、
その後かなり手が加えられ変質してはいる
が、この関係が存在しているのがみられる。
特にこの図書館の前庭は、建築と一体とな
った庭として、明大の校舎の中でも秀逸の
ものであった。堀口教授の建築雑誌に紹介
された文面に「・・…・。この図書館は大学
のほぼ中心部に位置しているが、学生の交
通の流れの中心ではない。いたって静かな
ところで、椎やもちや、公孫樹などの木立
があり、それに、きあら、っげ、山榊、さ
つきなどの下草がそえられて、玄関前の植
え込みが作られている。学生の思索や読書
のためにも望ましい雰囲気を作り出すため
に。」とあり、建築と庭を一対のものとし
て設計されている。またこの庭と対照的な
外部空間として、5階の南側に露台（テラス）
が用意され、これも対をなすものと考える。
　堀口教授の建築の特徴は、得意とされる
木造数寄屋建築と鉄筋コンクリート造の建
築とを、意匠的表現、形を同一とはせず、
一見この二つの間には設計、表現の方法の
違いを感じさせるが、大きくは建築空間の
構成と計画、構造材に素直な架構法、外部、
内部空間のデザインに、その思想の共通点
を見る。この図書館をはじめ、堀口教授が
担当されたいずれの明治大学の校舎建築に
も、この理念は共通したものであった。
　内部空間の設計にも特徴があり、その幾
っかを紹介する。5階から8階までが、学
生が使用する参考室、閲覧室で上下階を結
ぶ移動空間を北側に寄せて取り、南側に大
きく明るく開かれた参考、閲覧室を取って
いる。5階、7階の二つの階で、これらの室
を吹き抜けとしたのは、おそらく戦後の貧
しい当時の社会事情に、豊かな空間のなか
で、物静かに学問させようとした心配りで
あろう。この部屋の前室となる玄関・通路・
ホールの天井を低く押さえているのも、空
間の広がりを、更に明暗をも加えこれらを
強調しようとしたものであったのであろう。
　5階6階の吹き抜け空間は、壁、天井、
床、家具まで深い緑色で統一された空間で
あった。設計協力者の一人であった早川正
夫氏の話からも、緑は深い森のイメージで、
前庭に引き続き思索の場としての配色が行
われたようである。7、8階の吹き抜け空間
は、壁仕上げの素材（ホモトン）の質を生か
した、明るく、階下とは雰囲気を異にした
落ちつく空間であった。堀口教授の創出す
る空間への配慮は、あるいは関心は、常に
使う人の心の動き、感情への働きかけにあ
ったのではないだろうか。これらは空間の
求めに応じた質の提供であり、この実現を
空間の形態の操作に終わらず、建築内外空
間を構成するトータルな要素に目配りをし
ていることを示すもので、図書館で言えば
アプローチとなる前庭は、大変大事な仕掛
けの空間であったはずである。
　尻切れな紹介であったが紙面の都合でこ
こで終わることになるが、教えを受けた者
として、私的な感情となるが、堀口教授の
深い素養・学識・経験から生まれた空間へ
の解釈、空間に与えられた思想を、十分に
理解できぬ内に新図書館が消えて行ったこ
との寂しさは拭えない。
一9一
正面
通路
室内
?
iiii
iii箕
iii：：ギ．
：二。酬
19　　“3サ醗遇略
v・・………・…・…・…・…・・・・・・・……・…一・…一…乙…vl 北側立面
h」■一由幽■幽一」■一山一L■L－9 断面
出典二雑誌「新建築Vol．34（11），1959」
　　　　　　　　　　一ユO一
